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専
修
大
学
創
立
１
４
０
年

を
記
念
し
て
法
学
部
が
２
０

１
５
年
９
月
か
ら
行
っ
て
き

た
１
４
０
回
連
続
講
演
会
の

最
終
回
が
７
月
19
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

　
同
講
演
会
で
は
学
生
や
一

般
の
方
を
対
象
に
、
法
学
部

や
法
科
大
学
院
の
教
員
、
卒

業
生
ら
が
〝
法
〞
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
に
つ
い

て
講
演
し
て
き
た
。

　
１
４
０
人
目
の
講
演
者
は

法
学
部
Ｏ
Ｂ
で
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
名
誉
学
長
、
自

治
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
池

本
卯
典
氏
（
昭
29
法
）。
法

医
学
者
、
研
究
者
と
し
て
の

大
学
経
営
の
構
造
と
作
用

小
藤
康
夫
著

　
今
日
の
私
立
大
学
は
、
政

府
か
ら
大
胆
な
介
入
を
受
け

て
い
る
。
入
学
定
員
超
過
大

学
へ
の
補
助
金
削
減
や
、
東

京
23
区
私
立
大
学
の
定
員
増

規
制
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
大
学
改

革
の
新
た
な
取
り
組
み
を
条

件
づ
け
た
大
学
授
業
料
無
償

化
も
同
様
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
私
立
大
学
が
抱

え
る
諸
問
題
を
理
論
的
に
整

理
す
る
と
同
時
に
、
将
来
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
し
た
の

が
本
書
で
あ
る
。

　
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
有

効
活
用
が
経
営
の
基
本
原
則

で
あ
る
。
大
学
経
営
に
関
わ

る
諸
問
題
も
、
こ
れ
ら
経
営

資
源
の
効
率
的
な
活
用
か
ら

解
決
の
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ

て
い
る
。

　
私
立
大
学
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
持

続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
に

は
、
絶
え
ず
経
営
内
容
に
関

心
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
専
修
大
学
出
版
局
・
本
体

２
４
０
０
円
＋
税
）

著
者
（
こ
ふ
じ
・
や
す
お
）

商
学
部
教
授
。
金
融
論
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
。

訃　
　

報

笈
川
達
男
氏
（
お
い
か
わ
・

た
つ
お
）
元
商
学
部
教
授

　
８
月
19
日
、
90
歳
で
死

去
。
１
９
９
１
年
か
ら
99
年

ま
で
在
職
。
専
門
は
商
業
教

育
。

　
文
学
部
歴
史
学
科
の
大
谷
正
教

授
（
日
本
近
代
史
）
が
執
筆
し
た

『
日
清
戦
争
』（
２
０
１
４
年
、

中
公
新
書
）
が
韓
国
語
と
中
国
語

に
翻
訳
さ
れ
、
昨
秋
か
ら
今
春
に

か
け
現
地
で
出
版
さ
れ
た
。「
領

土
問
題
、
経
済
関
係
、
歴
史
認
識

を
巡
り
日
韓
・
日
中
間
に
問
題
が

あ
る
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
相
互
理

解
進
展
の
一
助
に
な
れ
ば
」
と
大

谷
教
授
は
話
す
。

　
日
清
戦
争
は
朝
鮮
の
支
配
を
め

ぐ
り
１
８
９
４
年
に
日
清
両
国
が

戦
っ
た
近
代
日
本
初
の
本
格
的
対

外
戦
争
。
同
書
で
は
開
戦
の
経

緯
、
国
内
事
情
、
平
壌
、
旅
順
の

戦
い
な
ど
を
当
時
の
資
料
を
駆
使

し
て
詳
細
に
解
き
明
か
し
た
。
ま

た
、
新
聞
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
が
戦

争
を
ど
う
伝
え
た
か
に
つ
い
て
も

踏
み
込
み
、
民
衆
が
「
日
本
国

民
」
と
し
て
共
通
認
識
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
過
程
も
描
い
て
い

る
。

　
日
本
語
版
刊
行
後
、
大
谷
教
授

の
も
と
に
は
中
国
の
テ
レ
ビ
局
か

ら
の
取
材
や
、
同
書
の
部
分
的
な

翻
訳
、
日
清
戦
争
に
関
す
る
論
文

の
執
筆
な
ど
の
依
頼
が
相
次
ぎ
、

翻
訳
本
の
出
版
に
至
っ
た
。

　
大
谷
教
授
は
「
日
本
と
は
違
う

視
点
か
ら
日
清
戦
争
研
究
が
盛
ん

な
中
国
で
、
本
書
が
ど
の
よ
う
に

読
ま
れ
る
の
か
楽
し
み
だ
。
ま
た

韓
国
語
版
で
は
地
図
、
図
版
が
た

く
さ
ん
使
わ
れ
、
理
解
を
深
め
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
」
と
話
す
。

文・大谷教授著「日清戦争」

韓
国
・
中
国
で
翻
訳
本
出
版

　
８
月
６
日
開
催
の
理
事
会

で
、
専
修
大
学
副
学
長
に
金

子
洋
之
文
学
部
教
授
が
再
任

さ
れ
た
。 金

子
副
学
長
が
再
任

３
学
部
長
も

　「
専
修
大
学
長
を
補
佐
す

る
副
学
長
の
取
扱
い
内
規
」

に
基
づ
く
。
任
期
は
、
９
月

１
日
か
ら
３
年
間
（
た
だ
し

　
任
期
満
了
に
伴
う
法
学

部
、商
学
部
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
の
学
部
長
選
が
各

学
部
教
授
会
で
行
わ
れ
た
。

　「
中
小
企
業
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
展
開
〜
人
材
活
用
の
チ
ャ

ン
ス
と
リ
ス
ク
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
大
学
院
商
学
研
究
科

と
東
京
信
用
保
証
協
会
の
第

16
回
公
開
講
座
が
８
月
３

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。

　
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の

期
待
が
か
か
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
で
の
人
材
活
用
に
つ
い

て
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

　「
大
学
の
創
立
１
４
０
年

に
向
け
て
、
１
４
０
回
の
連

続
講
演
会
を
や
り
た
い
が
、

ど
う
思
う
？
」
白
藤
博
行
前

法
学
部
長
か
ら
、
こ
う
相
談

を
受
け
た
時
に
は
、
一
瞬
、

白
藤
先
生
お
得
意
の
ジ
ョ
ー

ク
か
と
思
い
ま
し
た
。「
法

学
部
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
を
結

集
し
て
、
社
会
に
『
知
の
発

信
』
を
行
う
ま
た
と
な
い
機

会
だ
」
と
熱
弁
さ
れ
る
白
藤

先
生
の
思
い
に
動
か
さ
れ
、

「
本
当
に
続
け
ら
れ
れ
ば
い

い
の
で
す
が
」
と
半
信
半
疑

の
気
持
ち
で
協
力
を
お
約
束

し
た
の
は
、
今
か
ら
４
年
も

前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
９
月
25
日
の

第
１
回
か
ら
数
え
て
１
４
０

回
目
の
講
演
会
が
７
月
19
日

に
開
催
さ
れ
、
こ
の
４
年
に

も
及
ぶ
壮
大
な
企
画
は
無
事

終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

本
学
法
学
部
・
法
科
大
学
院

所
属
教
員
、
法
学
部
退
職
教

員
、
卒
業
生
お
よ
び
現
在
社

会
で
ご
活
躍
の
方
々
が
多
数

登
壇
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
分
野
で
の
日
ご
ろ
の
研
究

の
成
果
を
、
可
能
な
限
り
平

易
な
表
現
で
お
話
し
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
テ
ー
マ

は
、
中
心
を
占
め
る
法
学
・

政
治
学
に
関
わ
る
も
の
に
と

ど
ま
ら
ず
、
歴
史
学
、
言
語

学
、
教
育
学
、
芸
術
学
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
、
自
然
科

学
、
ス
ポ
ー
ツ
科
学
と
、
実

に
多
様
な
分
野
に
及
ん
で
い

ま
す
。

　
本
学
の
学
生
・
大
学
院
生

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般

の
市
民
の
皆
様
も
若
い
方
か

ら
70
代
の
方
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
様
か
ら
頂
い

た
感
想
を
見
る
と
、「
大
学

の
講
義
で
は
学
べ
な
い
よ
う

な
こ
と
が
学
べ
た
」「
リ
カ

レ
ン
ト
教
育
の
貴
重
な
機
会

に
な
っ
た
」「
目
か
ら
う
ろ

こ
が
落
ち
る
よ
う
な
話
が
聞

け
た
」
な
ど
、
勇
気
づ
け
ら

れ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　
こ
の
企
画
が
本
学
法
学
部

か
ら
の
「
知
の
発
信
」
と
し

て
、
広
く
社
会
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
証
左
だ
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
企
画
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
教
務
課
の

職
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
何

よ
り
も
、
夕
方
の
貴
重
な
時

間
を
割
い
て
講
演
会
に
参
加

し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の

皆
様
に
、
法
学
部
を
代
表
し

て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、「
大
学
時
代
は
練
磨
、

創
造
の
時
代
。
や
り
た
い
こ

と
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
後
輩
た
ち
に
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
池
本
氏
は
専
大
在
学
中
、

ド
イ
ツ
法
医
学
に
つ
い
て
詳

し
い
教
授
の
影
響
を
受
け
、

法
医
学
を
志
す
よ
う
に
な
っ

た
。
卒
業
後
は
科
学
捜
査
研

究
所
で
法
医
学
課
の
技
官
と

し
て
働
き
な
が
ら
、
夜
間
の

獣
医
学
部
で
学
び
獣
医
師
国

家
試
験
に
合
格
。
そ
の
後
は

法
医
学
者
と
し
て
鑑
識
業
務

に
当
た
る
と
と
も
に
、
自
治

医
科
大
学
で
研
究
に
励
ん

だ
。

　
鑑
識
技
術
の
進
歩
に
つ
い

て
話
し
た
後
、
池
本
氏
は
出

席
し
た
約
50
人
の
研
究
者
、

学
部
生
、
大
学
院
生
に
向

け
、「
若
い
と
き
に
は
分
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
年
を

取
っ
て
か
ら
改
め
て
研
究
、

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
も
必

要
だ
」
と
語
り
か
け
た
。
さ

ら
に
、「
こ
れ
か
ら
の
未
来

を
ど
う
築
い
て
い
く
か
。
専

修
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
、
出

身
で
あ
る
こ
と
を
大
事
に
し

て
ほ
し
い
。
黒
門
か
ら
社
会

に
出
て
、
大
き
く
飛
躍
し
、

活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

　
同
級
生
２
人
と
と
も
に
聴

講
し
た
船
橋
維
さ
ん
（
法

１
）
は
「
法
学
を
学
ん
だ

後
、
自
分
の
進
み
た
い
道
を

見
つ
け
、
ま
い
進
さ
れ
た
姿

勢
は
尊
敬
す
る
」と
話
し
た
。

ッ
シ
ョ
ン
で
議
論
。
中
小
企

業
経
営
者
ら
74
人
が
聴
講
し

た
。

　
冒
頭
、
小
林
守
商
学
研
究

科
長
が
「
２
０
２
０
年
度
、

商
学
研
究
科
は
神
田
に
移
転

す
る
。
実
務
家
の
皆
様
と
連

携
を
一
層
強
く
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
上
田
和
勇
教
授
（
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
海
外
進

出
に
伴
う
異
文
化
リ
ス
ク
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
テ
ー
マ
に

講
演
。
海
外
進
出
を
し
な
く

て
も
、
約
６
割
の
中
小
企
業

が
外
国
人
社
員
を
雇
用
も
し

く
は
採
用
を
検
討
し
て
い
る

現
在
、
日
本
人
社
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し

さ
や
、
組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
の

共
有
化
に
課
題
が
あ
る
と
指

摘
。「
企
業
の
異
文
化
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
、
販

ＡＳＥＡＮでの人づくり議論
商学研究科第16回共同公開講座

員
の
生
産
性
や
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
に
は
、
異
文

売
戦
略
よ
り
人
的
資
源
管
理

の
方
が
大
事
だ
。
外
国
人
社

化
理
解
が
前
提
と
な
る
。
そ

の
た
め
に
は
相
手
の
国
の
文

化
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
の

個
性
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
っ
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
進
出
し
て

い
る
経
営
者
２
人
が
事
例
を

紹
介
。
ベ
ト
ナ
ム
に
精
密
板

金
加
工
の
現
地
子
会
社
を
設

立
し
た
田
中
公
典
さ
ん
（
平

10
商
）は「
日

本
国
内
の
活

動
だ
け
で
経

営
を
維
持
し

て
い
く
の
は

困

難

な

時

代
。
日
本
的

発
想
を
転
換

し
て
い
く
こ

と

が

重

要

だ
」
と
語
っ

た
。

　
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
は
髙
橋

義

仁

教

授

（
経
営
戦
略
）

の
進
行
で
行

ＯＢの池本・日獣大名誉学長

法
学
部
140
回
連
続
講
演
会
フ
ィ
ナ
ー
レ

法
学
部
長
は
森
川
幸
一
学
部

長
が
、
商
学
部
長
は
渡
辺
達

朗
学
部
長
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
長
に
は
松
永
賢

次
学
部
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
再

任
さ
れ
た
。
任
期
は
い
ず
れ

も
９
月
１
日
か
ら
２
年
間
。

専
修
大
学
学
長
と
同
じ
）。

「
各
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
」

と
語
る
上
田
教
授

わ
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
道

路
区
画
線
工
事
の
会
社
を
立

ち
上
げ
た
吉
野
一
彦
さ
ん
は

「
日
本
で
経
験
を
積
ん
だ
ミ

ャ
ン
マ
ー
人
に
任
せ
、
現
地

で
の
雇
用
の
継
続
を
図
る
な

ど
い
い
連
携
が
で
き
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
上
田
教
授
は
「
日
本
人
経

営
者
が
現
地
社
員
の
夢
を
聞

い
て
、
実
現
に
向
け
て
力
を

尽
く
す
と
こ
ろ
に
双
方
の
信

頼
が
生
ま
れ
る
。
人
づ
く
り

の
チ
ャ
ン
ス
が
そ
こ
に
あ

る
」
と
ま
と
め
た
。

法医学者、研究者としての歩みを語った池本氏

黒門から大きく飛躍を

「
140
回
」を
無
事
に
終
え
て

法
学
部
長

森
川
幸
一

ＡＳＥＡＮでの人材活用について議論した

韓
国
語
版（
手
前
）と
中
国
語
版


